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� 1999199919991999年度年度年度年度

– 申請額申請額申請額申請額 1,3151,3151,3151,315千円千円千円千円；；；；採択採択採択採択額額額額 0000千円千円千円千円、、、、旅費旅費旅費旅費 ????????千円千円千円千円

� テーマのテーマのテーマのテーマの重要性重要性重要性重要性はははは認認認認められたがめられたがめられたがめられたが予算的裏付予算的裏付予算的裏付予算的裏付けなしけなしけなしけなし。。。。

� 2000200020002000年度年度年度年度

– 申請申請申請申請額額額額 1,3151,3151,3151,315千円千円千円千円；；；；採択採択採択採択額額額額 850850850850千円千円千円千円、、、、旅費旅費旅費旅費 80808080千円千円千円千円– 申請申請申請申請額額額額 1,3151,3151,3151,315千円千円千円千円；；；；採択採択採択採択額額額額 850850850850千円千円千円千円、、、、旅費旅費旅費旅費 80808080千円千円千円千円

� 微弱放射性測定施設微弱放射性測定施設微弱放射性測定施設微弱放射性測定施設のののの運用運用運用運用にににに関連関連関連関連しししし，，，，ラドンラドンラドンラドン濃度濃度濃度濃度のののの計測計測計測計測がががが重要重要重要重要であるであるであるである。。。。

� 微弱微弱微弱微弱放射性測定施設放射性測定施設放射性測定施設放射性測定施設のののの共同利用共同利用共同利用共同利用をををを認認認認めるめるめるめる。。。。

� 2001200120012001年度年度年度年度

– 申請額申請額申請額申請額 397397397397千円千円千円千円；；；；採択採択採択採択額額額額 350350350350千円千円千円千円、、、、旅費旅費旅費旅費 30303030千円千円千円千円

� 柏地下実験室柏地下実験室柏地下実験室柏地下実験室のののの環境環境環境環境モニターのモニターのモニターのモニターの整備整備整備整備としてとしてとしてとして実施実施実施実施してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。



� 2002200220022002年度年度年度年度

– 申請額申請額申請額申請額 70707070千円千円千円千円；；；；採択額採択額採択額採択額 70707070千円千円千円千円、、、、 旅費旅費旅費旅費 100100100100千円千円千円千円

� 柏地下実験室柏地下実験室柏地下実験室柏地下実験室のののの環境環境環境環境モニターのモニターのモニターのモニターの整備整備整備整備としてとしてとしてとして実施実施実施実施してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

� 2003200320032003年度年度年度年度

– 申請額申請額申請額申請額 700700700700千円千円千円千円；；；；採択額採択額採択額採択額 600600600600千円千円千円千円、、、、旅費旅費旅費旅費 100100100100千円千円千円千円

� 柏地下実験室柏地下実験室柏地下実験室柏地下実験室のののの環境環境環境環境モニターのモニターのモニターのモニターの整備整備整備整備としてとしてとしてとして実施実施実施実施してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。� 柏地下実験室柏地下実験室柏地下実験室柏地下実験室のののの環境環境環境環境モニターのモニターのモニターのモニターの整備整備整備整備としてとしてとしてとして実施実施実施実施してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

� 2004200420042004年度年度年度年度

– 申請額申請額申請額申請額 ；；；；採択額採択額採択額採択額 1,6001,6001,6001,600千円千円千円千円 旅費旅費旅費旅費 100100100100千円千円千円千円

– ・・・・ 柏柏柏柏地下実験室地下実験室地下実験室地下実験室のののの環境環境環境環境モニターのモニターのモニターのモニターの整備整備整備整備としてとしてとしてとして実施実施実施実施してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

� 2005200520052005年度年度年度年度
� 申請額申請額申請額申請額 1,8001,8001,8001,800千円千円千円千円；；；； 採択額採択額採択額採択額 860860860860千円千円千円千円 旅費旅費旅費旅費 70707070千円千円千円千円



� 2006200620062006年度年度年度年度

－－－－ 申請額申請額申請額申請額 1,8001,8001,8001,800千円千円千円千円；；；； 採択額採択額採択額採択額 250250250250千円千円千円千円 旅費旅費旅費旅費 50505050千円千円千円千円

� 2007200720072007年度年度年度年度

－－－－ 申請額申請額申請額申請額 0000千円千円千円千円；；；； 採択額採択額採択額採択額 0000千円千円千円千円：：：： 旅費旅費旅費旅費 0000千円千円千円千円

� 2008200820082008年度年度年度年度
申請額申請額申請額申請額 106106106106千円千円千円千円；；；； 採択額採択額採択額採択額 0000千円千円千円千円：：：： 旅費旅費旅費旅費 100100100100千円千円千円千円� 申請額申請額申請額申請額 106106106106千円千円千円千円；；；； 採択額採択額採択額採択額 0000千円千円千円千円：：：： 旅費旅費旅費旅費 100100100100千円千円千円千円

� 2009200920092009年度年度年度年度

� 申請申請申請申請額額額額 3,6503,6503,6503,650千円千円千円千円；；；；採択額採択額採択額採択額 0000千円千円千円千円；；；；旅費旅費旅費旅費 100100100100千円千円千円千円



柏地下実験室測定系概念図（柏地下実験室測定系概念図（柏地下実験室測定系概念図（柏地下実験室測定系概念図（2007200720072007年年年年12121212月月月月19191919日）日）日）日）
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� データ取得が出来ている。
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       Kashiwa Underground Laboratory
Measurement : 020710 17:00 to 091217 19:20
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� データ取得が出来ている。

� 今年度は停電絡みで二つの機器にトラブル発生

� ラドンモニターは設定ミスもあり1ヶ月半取得できず

� Det04重量計データが2週間取得できず

� 自然にデータ取得を開始した
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Measurement: 060602 09:00 to 091217 19:00

デュワー内部からゴムホースの破片を取り出す
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� ラドンモニターを他の機器と同様RS232Cを有するも
のに更新したい



� 2009年11月18日夕刻、東京海洋大M2女子学生

� 完全に充填したLiqN2容器を運搬。取り付き道路よ
りICRR敷地内に入る部分の段差にキャスターが引っ

掛かり転倒しそうになる。何とか阻止しようと試み
たが、容器と一緒に転倒し容器と地面の間に左足がたが、容器と一緒に転倒し容器と地面の間に左足が
挟まれ、右顎を容器に打ちつける。診断名は打撲。
一月経った今でも足が痛むとのこと。

� バリアフリー化を何度か要求して来たが、更なる改
善をお願いします。





2009年9月28-30日

日本放射化学会でポスター発表



大気中に存在する放射性核種は、生成後すぐに1μm

未満のエアロゾル（大気中の微粒子）に吸着され、

自然降下（乾性沈着）や降雨（湿性沈着）などにより

大気から除去される。

210Pb

・半減期22.3年

・ ウラン系列の土壌起源核種で、地殻から大気中に・ ウラン系列の土壌起源核種で、地殻から大気中に

放出された222Rnが壊変して生成

・大気汚染物質の挙動や土壌風食を示す指標

となりうる

・土壌起源以外（化石燃料・肥料・車の排気等)

の210Pbは微量

7Be

・半減期53日

・宇宙線と酸素や窒素との原子破砕反応によって生成する宇宙線起源核種

75％が成層圏で、残りが対流圏で生成される。

・温帯では地表水中に3000Bq/m3、雨水中に700Bq/m3程度含まれる



大気中の大気中の77BeBeなどの放射性核種は、風送ダストや黄砂などのエアロゾルのなどの放射性核種は、風送ダストや黄砂などのエアロゾルの
挙動を推定するために重要な役割を担っていると考えられ、古くから世界挙動を推定するために重要な役割を担っていると考えられ、古くから世界
各地で降下量研究が行われてきた。これら核種の濃度は季節や観測地点に各地で降下量研究が行われてきた。これら核種の濃度は季節や観測地点に
よって変動が大きいが、一定の地域的特性や経年変動が見られることが明よって変動が大きいが、一定の地域的特性や経年変動が見られることが明
らかとなってきた。らかとなってきた。

しかし、エアロゾル自体の粒径・化学組成等の性状が極めて多様で、しかし、エアロゾル自体の粒径・化学組成等の性状が極めて多様で、

222222RnRn 210210PbPb

238238UU 222222RnRn

210210PbPb

210210PbPb

77BeBe

宇宙宇宙線線

77BeBe
77BeBe

地域的・時間的変動の原因については未だ不明な点が多い。地域的・時間的変動の原因については未だ不明な点が多い。

そのため本研究では、放射性核種を含む降下物の地表への降下量を、そのため本研究では、放射性核種を含む降下物の地表への降下量を、
同一地点で長期的に継続観測し、実際の降下量の変動を観察すると同一地点で長期的に継続観測し、実際の降下量の変動を観察すると
同時に、その原因を明らかにすることを目的とした。同時に、その原因を明らかにすることを目的とした。



・東京都港区東京海洋大学屋上に水盤（有効面積0.2m2）を設置し

１ヶ月毎に降水及び降下物を採取

・２段カラム法を用いて、採取物をイオン交換樹脂（Powdex樹脂；PCH,PAO）

に吸着(10ml/min.)

・樹脂を乾燥・定型

・Ge半導体検出器（ICRR地下実験室設置）により

7Be,210Pb測定 (０２年５月～０９年５月分）

・スペクトルエクスプローラーにより解析

A(A(tt)=cps/Efficiency/Intensity/Recovery)=cps/Efficiency/Intensity/Recovery
A(0)=A(A(0)=A(tt)/e)/e((--λtλt)     )     （半減期補正）（半減期補正）

λλ=log=logee2/2/半減期半減期
・スペクトルエクスプローラーにより解析

比較は

Deposition  flux [Bq/m2/day] 及び Concentration [Bq/L] により行った。

降水量は最寄り観測地点・羽田の気象庁発表日別降水量より算出

ee

A(A(tt):):放射能放射能[[BqBq]] A(0)A(0)：観測中間日の放射能：観測中間日の放射能



7Be 日別降下量と降水量
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降下量と雨量には、やや相関が降下量と雨量には、やや相関が
見られる。これは大気からの除去プ見られる。これは大気からの除去プ
ロセスが、湿性沈着が主となっていロセスが、湿性沈着が主となってい
ることを示している。春ることを示している。春(5(5月月))と秋と秋
(10(10月月))に降下量が多く、冬と夏が少に降下量が多く、冬と夏が少
ないない22山ピークで変動山ピークで変動

Average
of all

Standard 
deviation

Average of 
yearly max.

Average of 
yearly min.

Deposition Flux 
(Bq/m2/day)

Be-7 3.58 2.36 7.51 0.79 

Pb-210 0.76 0.47 1.47 0.18 

Concentration 
(Bq/L)

Be-7 0.87 0.65 2.18 0.28 

Pb-210 0.23 0.28 0.79 0.05 
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降下量と季節には相関が見られず、降下量と季節には相関が見られず、
さらに降水量との相関も見られないさらに降水量との相関も見られない
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y = 9.4539x-0.909
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210210PbPb 降水量別降水量別 降水中濃度降水中濃度 210210PbPb 月別月別 降水中濃度降水中濃度

7Be、 210Pbともに降水中濃度に季節変動は見られない。

両核種とも、降水量が多い月ほど降水中濃度が低いという

逆相関の傾向が見える。
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77BeBeとと210210PbPbには、降下量、降には、降下量、降
水中濃度ともに強い相関が水中濃度ともに強い相関が
見られた。見られた。



・7Beは春秋に降下量が多く、夏冬に少ないという

季節変動を見ることができた。これは、降水量への依存に

加え、春の日本は大陸気団の影響を受け、大気からの

エアロゾル除去プロセスが弱まることや、シベリア気団

や小笠原気団の影響を受けていることを表していると

考えられる。

・210Pbと7Beは起源が異なり、高度分布も全く一致しないが、・210Pbと7Beは起源が異なり、高度分布も全く一致しないが、

季節・降水量に関わらず相関が強いことから、吸着される

エアロゾルの粒径等、大気中での挙動が似ているのでは

ないかと考えられる。

・上記に加え、降水中濃度と降水量の逆相関関係など、

東京での観測データと他地点でのデータとの結果の一致や、

温帯での7Beの平均降水中濃度との一致を確かめることができた。

気象のしくみ；気象のしくみ；饒村曜著，日本実業出版社饒村曜著，日本実業出版社



2008年度年度年度年度よりよりよりより新新新新たにたにたにたに検出器検出器検出器検出器をををを１１１１台増台増台増台増やしやしやしやし、、、、雨水試料測定後雨水試料測定後雨水試料測定後雨水試料測定後のののの樹脂全量樹脂全量樹脂全量樹脂全量をををを４５０４５０４５０４５０℃℃℃℃

電気炉電気炉電気炉電気炉（（（（青森県青森県青森県青森県環境科学技術研究所環境科学技術研究所環境科学技術研究所環境科学技術研究所））））にてにてにてにて灰化灰化灰化灰化したものをしたものをしたものをしたものを測定測定測定測定することによりすることによりすることによりすることにより、、、、
210Pbとととと7Beにににに加加加加ええええ137Csとととと40Kのののの降下量降下量降下量降下量もももも観測観測観測観測することとしたすることとしたすることとしたすることとした。。。。

137137137137CsCsCsCs

・・・・半減期半減期半減期半減期30303030年年年年

・・・・大気圏核実験大気圏核実験大気圏核実験大気圏核実験やややや原子炉事故由来原子炉事故由来原子炉事故由来原子炉事故由来のののの人工放射性核種人工放射性核種人工放射性核種人工放射性核種

・・・・水爆実験終了後水爆実験終了後水爆実験終了後水爆実験終了後のののの70707070年代以降年代以降年代以降年代以降、、、、減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向にあるがにあるがにあるがにあるが、、、、

地殻表層地殻表層地殻表層地殻表層にににに吸収吸収吸収吸収されているためされているためされているためされているため、、、、土壌土壌土壌土壌のののの浸食浸食浸食浸食やややや再懸濁再懸濁再懸濁再懸濁のののの指標指標指標指標となるとなるとなるとなる地殻表層地殻表層地殻表層地殻表層にににに吸収吸収吸収吸収されているためされているためされているためされているため、、、、土壌土壌土壌土壌のののの浸食浸食浸食浸食やややや再懸濁再懸濁再懸濁再懸濁のののの指標指標指標指標となるとなるとなるとなる

40404040KKKK

・・・・半減期半減期半減期半減期12.712.712.712.7億年億年億年億年

・・・・地球誕生時地球誕生時地球誕生時地球誕生時からからからから存在存在存在存在しているしているしているしている放射性核種放射性核種放射性核種放射性核種

・・・・天然天然天然天然カリウムカリウムカリウムカリウム中中中中にににに0.01170.01170.01170.0117％％％％存在存在存在存在しているしているしているしている

・ほぼ・ほぼ・ほぼ・ほぼ全全全全てのてのてのての物物物物にににに様様様様々々々々なななな濃度濃度濃度濃度でででで含含含含まれておりまれておりまれておりまれており、、、、

人体中人体中人体中人体中にもにもにもにも必須元素必須元素必須元素必須元素としてとしてとしてとして存在存在存在存在（（（（40404040KKKK 約約約約60Bq/kg60Bq/kg60Bq/kg60Bq/kg））））

Cs-137 大気中濃度の時間

古川路明「放射化学」 朝倉書店(1994) p.176
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Deposition flux 137Csは観測できない月が多かった。これは水盤

の大きさが小さいことによるものだと思われ
る。

また137Csと40K は7Beと210Pbに比べると相関が弱

く、降下量が雨量に依存していないことがわ
かった。

1月～6月にかけて137Csの降下量が測定できたこ
とからも、 137Csと40Kは春に大陸から飛来す
る黄砂等、粒径が比較j的大きく降下量が雨

量に依存しないようなエアロゾルに吸着され
て運ばれている可能性があると思われる。
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・緯度による降下量の変化や気象条件等と比較し、降下量の地域的特性や季節変
動の理由を考察する。（青森県六ケ所村での測定データと比較）

・起源の異なる210Pbと7Beが同じような挙動をしているとの推測を確かめるため
に、高度分布等のデータを収集し、実測データとの関連等を考察する。

・乾性降下物と湿性降下物の割合を算出し、既出のデータとの比較により、観測
地点によって割合が異なるかどうかや、降水中濃度への影響等を検討する。

・137Csと40Kは測定期間が短く、比較可能なデータが少ないので、測定の継続と同
時に、検出器のbackgroundや検出効率等の基礎データのクロスチェックをし、
データの信頼性の再検証を行う。


